
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

△講演する森住卓氏       △｢アンコール｣も定番となった医局合唱団 

◇当日のカンパが 60268円集まりました。 
皆様のカンパへの温かいご協力に感謝しま 
す。ありがとうございました。 
◇また、みなと医療生協｢九条の会｣への 
加入が 2件ありました。 
◇ さらに、地域・職場で会員を増やして 
いきましょう。 
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一時間泣き続けた老婆 
みなと医療生協｢九条の会｣事務局 堀場勝義 

１０月１６日（火）、レインボーセンター７階に

て約１５０名の参加で「みなと医療生協九条の会 

３周年記念講演会」が開催されました。３年間の活

動報告に続き、医局合唱団の合唱では、すばらしい

歌声に会場全体が和みました。    
記念講演は、基地問題や核被害をテーマに世界中

を取材されているフォトジャーナリストの森住 

卓さんです。沖縄の集団自決（強制集団死）の取材

で、妻と自分の首を剃刀で切り、死んでいった親の

姿を目の前で目撃した当時９歳の少年・インタビュ

ーの後、１時間あまり泣き続けた９８歳の老婆との

出会いなど、戦争のむごさを涙まじりに話される姿

に人柄を感じると同時に、「証言を聞きだすことは、

 

古傷をひっかきまわすような残酷さがあるけ

れども、この作業なしに歴史を後世に正しく

残せない」との言葉にジャーナリストとして

の力強さも感じました。また、マーシャル諸

島・セミパラチンスク（旧ソ連）の核実験の

被害、湾岸戦争・イラク戦争に使われた劣化

ウラン弾による核被害など写真を中心に話し

てくださいました。白血病の子ども・奇形の

胎児・障害に苦しむ人々など、「核の被害」に

より現在も苦しんでいる人たちの姿をみて、

改めて「核兵器は人類と共存できない」と強

く感じました。写真１枚１枚が訴える現実を

しっかり受け止め、憲法九条をもつ日本と自

分自身ができることは何だろうか。と深く考

えさせられた記念講演会でした。 
 

11 月 3日 憲法を守る県民のつどいに 

みなと医療生協｢九条の会｣も参加、アピール!! 

 

 11 月 3 日（土）に名古屋鶴舞の市公会堂で行われた｢県民

の集い｣にみなと医療生協｢九条の会｣もブース展示で出展参

加し大いにアピールしてきました。私たちのシンボルである「ﾀ

ﾍﾟｽﾄﾘｰ」や九条バッチ、「憲法九条ねっと」を展示し、これまで

の活動を紹介できました。 
みなと医療生協｢九条の会｣は 450名へ!! 



戦争のない平和な世界を！ 

3周年記念講演会の感想を一挙ご紹介!! 
 
 
 
 
 
 

 

生々しい写真をみて衝撃的

でした。お話が聞けて良か

ったです。九条を守らなけ

ればならないし、核兵器に

反対しなければと、つくづ

く思いました。 
娘が来月お産を控えています。劣化

ウラン弾をあびて汚染された地域で

産まれた子供達を直視できませんで

した。未来を切開く子供達が無謀な

大人たちによって障害を持って産ま

れたのに悲しく思いました。 

あと 30 分という脳症の赤ちゃんの写真…「しっか
り写真を撮って世界の人に知らせることで、この子

の生まれたきた意味が理解できる」という話を聞い

て涙がでました。森住さんのようなジャーナリスト

の方が命がけで写真を撮って伝えて下さる事で私た

ちは決してマスメデイアでは流されない、リアルな

戦争や核の実態を知ることができる。とても感謝し

ています。核兵器の実験の裏でこんな風に被害を受

けている子供達がいる。もっと知らせたいと思う。 

他にもたくさんの感想が寄せられました。 

感想を寄せて頂きありがとうございました。 

心痛む写真も多かったですが、森住

さんのお話は人間愛あふれる温か

さを思いました。すばらしかったで

す。ありがとうございました。 

正しさには色々な正しさがある

ものだとつくづく感じた。私は、

平和を大切にする正しさ、人を大

切にする正しさを生きて行きた

いと思いました。私たちの代表で

命をかけて現実を撮って下さっ

た森住さんに心から感謝します。

怒りの気持ちは、自分の損得に関

係なく純粋な正義の心からくる

怒りだと思いました。 

講演は衝撃的でもあり深く重いも

のでもありました。私達の地球、子

供達はどうなってしまうのだろう

と恐い気持ちになります、と同時に

命を守らねばと、という使命感も感

じました。 

日本の政府に見てほしい。ア

メリカの無法な戦争に援助し

ている先にある現状を。沖縄

の 11 万人集会でいま政治を
動かしていると思う。私達の

力は小さいけれど集まれば大

きな力になると思う。憲法を

守り、二度と戦争に参加しな

いと決めた九条を守り生か

す。核兵器を地球からなくす

声を広げていきたい 

◆◇この一年間の取り組みをご紹介◆◇ 
2 周年記念講演会以降の取り組みを振り返りま
す。今後もやってほしい企画などがありましたら

事務局まで連絡を下さい。 
 
2006・９・26（火） 
 2周年記念講演会 品川正治氏講演 250名参加 
2006・11・3（金）県民のつどい 
2007・3・27（火） 
 国民投票法案反対学習会 岡村晴美弁護士 
 50名の参加で問題点の多い中身を深める 

2007・4・12（木） 
国民投票法案反対キャンドルパレード 
50名の参加で病院～六番町をアピールする 

2007・6・26（火） 
 「平和の夕べ」を 200名で開催 
  歌ありダンスあり楽しいひと時を過ごす 
2007・8・28（火） 
 原水爆禁止世界大会・セミパラチンスク報告会 
 旧ソ連の核実験場に査察団の代表の一員として

参加した経験を持つ内科の宮城嶋医師から話を

聞く。当日は 100名の参加 


